


令和7年度事業報告書
令和７年４月１日から令和８年３月３１日まで

特定非営利活動法人なんれん西日本

１　事業の成果
・以下の事業を実施した。。


２　事業の実施に関する事項
(1) 特定非営利活動に係る事業
	事 業 名
(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の
実施日時
(B)当該事業の
実施場所
(C)従事者の
人数
	(D)受益対象
者の範囲
(E)人数
	事業費の
金額
（単位：千円）

	1 希少・難治性疾患患者が必要とする医療・福祉関連情報の収集と提供
　　　　


	・医療講演会（市民公開講座）の開催


・ホームページ及び会ブログによる情報発信



・難病カフェの開催
	(A)　未実施
(B)
(C)

(A)　随時
(B)
(C)１人


（A）6月1日
（B）しものせき市民活動センター
（C）1人
	(D)
(E)


(D)全国の難病に関心のある人
(E)不特定多数
（D）当事者
（E）3人（実績）
	0



0







2.8

	②日本難病･疾病団体協議会(Japan Patients Association:略称JPA) 準加盟団体としての活動
	・「難病・長期慢性疾病・小児慢性特定疾病対策の総合的な推進を求める請願書」（国会請願署名）活動等への参加

	(A)10月から2月 
(B)主たる事務所(オンライン）
(C)1人
	(D)難病患者及び関係者 
(E)推定数万人
	0




	③社会に向けて希少･難治性疾患患者についての正しい理解を促進する啓もう活動
	・世界希少・難治性疾患の日（RDD2027）公認開催




・ヘルプマークの普及活動
　
	(A)2月 23日（祝）
(B)下関市生涯学習プラザ小ホール
(C)25人




(A)随時
(B)主たる事務所
（C）1人

	（D）地域の希少難治性疾患患者家族と支援者
（E）136人

（D）広義の要支援者
（E）不詳
	[bookmark: _GoBack]150.034











	④全国の希少･難治性疾患患者組織との連携により福祉の増進を求める活動
	・全国の希少・難治性疾患患者団体や道府県難病連との情報交換
・国・県に向けた請願活動への参加
	（A） 随時
（B） 主たる事務所
（C） ２人
	（D）全国の希少難治性疾患患者・家族及び支援者
（E）推定数万人
	0



	⑤希少・難治性疾患患者の就労の継続や雇用促進を支援する活動

	・ピアサポート
	（A） 年度内
（B） 主たる事務所
（C） ２人
	(D)就労を希望する希少難治性疾患患者
（E）1人(実績）
	0

	
	
	
	
	事業費計
152.834




(2) その他の事業
	事 業 名
(定款に記載した事業)
	具体的な事業内容
	(A)当該事業の実施予定日時
(B)当該事業の実施予定場所
(C)従事者の予定人数
	事業費の
予算額
（単位：千円）

	
	・実施せず
	(A)
(B) 
(C)
	０




（備考）
１　設立当初の事業年度の事業計画書及び翌事業年度の事業計画書は、それぞれ別葉として作成する。
２　２は、(1)には特定非営利活動に係る事業、(2)にはその他の事業について区分を明らかにして記載する。
３　２(2)には、定款上「その他の事業」に関する事項を定めているものの、翌事業年度にその他の事業を実施する予定がない場合、「実施予定なし」と記載する


